
5 ｜ 烏帽子の起源と展開　

は
じ
め
に

烏
帽
子
と
は
何
か
。
近
年
、
中
世
の
武
家
儀
礼
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
衣
服
と
儀
礼
観
に
つ
い
て
何
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
考
え
る
が
、
中
世
の
武
家
服
制
研
究
の
立
場
で
意
外
な
盲
点
は
冠
帽
具
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
自

著
に
直
垂
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た）

1
（

。
主
題
は
あ
く
ま
で
も
直
垂
で
あ
っ
て
言
及
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
今

回
は
武
士
の
烏
帽
子
、
特
に
折
烏
帽
子
が
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
た
の
か
、
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
を
さ
ぐ
る
た
め
に
そ
の

起
源
と
庶
民
・
武
士
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
紙
幅
に
限
り
も
あ
り
、
多
分
に
研
究
ノ
ー
ト
や
研
究
余
録
の
体
裁
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
ご
寛
恕
を
賜
り
た
い）

2
（

。

日
本
の
前
近
代
社
会
で
は
成
人
男
性
の
証
と
し
て
冠
帽
具
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
朝
廷
貴
族
社
会
は
近
世
の

最
後
ま
で
成
人
男
性
が
頭
頂
部
を
人
目
に
さ
ら
す
こ
と
を
恥
と
し
た
こ
と
へ
の
対
応
策
と
し
て
関
連
付
け
ら
れ
た
。
実
際
に
文

献
・
絵
画
史
料
を
問
わ
ず
、
成
人
男
性
は
何
ら
か
の
冠
帽
具
を
か
ぶ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
し
、
冠
や
烏
帽
子
が
人
前
で
脱
げ
て

し
ま
っ
た
と
き
、
こ
れ
を
恥
と
し
た
話
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
烏
帽
子
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
服
飾
品

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
烏
帽
子
は
、
朝
廷
貴
族
社
会
か
ら
身
分
を
越
え
て
庶
民
層
や
幕
府
武
家
社
会
ま
で
、
そ

烏
帽
子
の
起
源
と
展
開

佐
　
多
　
芳
　
彦
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の
使
用
者
は
極
め
て
広
範
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
中
世
の
人
々
は
烏
帽
子
を
使
用
し
た
の
か
。
小
田
雄
三
氏
は
「
烏
帽
子
を
被

る
身
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
成
人
式
と
い
う
通
過
儀
礼
＝
元
服
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
中
世
社
会
に
お
け
る
人
間
の
基

本
型
で
あ
り
、
法
律
的
な
権
利
と
義
務
を
具
備
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
基
本
身
分
と
し
て
の
社
会
的
標
識
と
し
て
烏

帽
子
や
髻
は
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
す
る）

3
（

。
一
方
、
成
人
男
性
は
な
ぜ
烏
帽
子
を
被
る
の
か
と
い
う
基
本
的
な
問
い

に
明
解
な
こ
た
え
を
導
き
出
し
た
の
は
黒
田
日
出
男
氏
で
あ
っ
た）

4
（

）。
黒
田
氏
は
、
烏
帽
子
と
そ
の
使
用
者
の
関
係
性
に
お
い

て
、
中
世
の
人
々
の
髪
型
・
被
り
物
を
可
視
的
身
分
標
識
と
し
て
注
目
し
、
人
々
を
「
童
」「
人
」「
僧
侶
」「
非
人
」
に
分
類

さ
れ
た
。
小
児
は
誕
生
後
の
幾
種
類
か
の
髪
型
の
変
遷
を
経
て
髻
を
結
い
、
烏
帽
子
を
着
用
す
る
こ
と
成
人
す
な
わ
ち
「
人
」

と
な
る
、
と
す
る
。
成
人
す
る
と
い
う
こ
と
は
社
会
か
ら
「
人
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
、
と
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
か
。
成

人
が
頭
頂
部
を
人
目
に
さ
ら
す
の
が
恥
ず
か
し
い
か
ら
烏
帽
子
や
冠
を
使
う
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
中
世
社

会
に
お
い
て
は
「
人
」（
成
人
）
た
る
者
と
社
会
と
の
関
係
性
を
示
す
標
・
験
で
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
か
。

衣
服
の
形
状
・
被
服
構
成
等
は
か
な
ら
ず
そ
の
衣
服
を
用
い
る
服
装
に
お
い
て
、
組
み
合
わ
せ
る
他
の
衣
服
や
装
身
具
が
同

時
に
変
化
し
て
い
く
。
決
し
て
衣
服
が
単
体
で
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
や
は
り
衣
服
は
服
装
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
中
で
は

じ
め
て
色
々
な
意
味
を
見
出
せ
る
の
だ
ろ
う
。
烏
帽
子
も
同
様
で
、
と
り
わ
け
武
士
た
ち
の
世
界
に
触
れ
て
劇
的
に
変
化
し
て

い
く
。
烏
帽
子
も
武
士
の
服
装
の
変
化
と
密
接
に
関
わ
り
合
い
を
持
つ
と
み
ら
れ
る
の
で
衣
服
と
関
連
付
け
て
服
制
の
一
環
と

し
て
考
え
る
方
が
適
切
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
烏
帽
子
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。、
ま
ず
は
前
・
後
編
か
ら
な
る
前
編
と
し
て
烏

帽
子
の
起
源
を
考
え
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
日
本
の
古
代
社
会
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
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一
　
烏
帽
子
の
起
源

烏
帽
子
の
起
源
に
つ
い
て
先
行
研
究
は
何
を
明
ら
か
に
し
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
元
来
、
烏
帽
子
に
関
す

る
専
論
と
し
て
は
以
下
が
著
名
だ
と
思
う
。

小
田
雄
三
「
烏
帽
子
小
考
」（『
近
世
風
俗
図
譜
』
第
十
二
巻
　
小
学
館
、
一
九
八
三
）

山
口
耕
一
「
所
謂
中
世
遺
跡
出
土
の
烏
帽
子
に
つ
い
て
　
烏
帽
子
雑
考
」（「
研
究
紀
要
」
一
　
二
七
五
―
二
九
三
、
一
九

九
二
）

広
川
二
郎
「
服
飾
と
中
世
社
会
―
武
士
―
と
烏
帽
子
」（「
絵
巻
に
中
世
を
読
む
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
）

三
好
夏
希
「
中
世
期
に
お
け
る
烏
帽
子
の
作
法
―
絵
巻
を
中
心
に
」（「
橘
史
学
」
一
八
　
二
十
一
―
四
十
三
、
二
〇
〇

三
）

い
ず
れ
も
古
代
末
期
に
あ
た
る
院
政
期
こ
ろ
か
ら
中
世
末
期
の
戦
国
期
こ
ろ
ま
で
を
対
象
の
時
代
と
し
て
お
り
、
烏
帽
子
の
起

源
に
は
触
れ
な
い
。
ま
た
先
行
研
究
の
興
味
は
、
小
田
・
広
川
・
三
好
各
氏
の
関
心
は
烏
帽
子
の
使
用
者
の
身
分
や
使
わ
れ
方

な
ど
、
社
会
史
な
理
解
に
あ
る
よ
う
だ
。
な
か
で
も
広
川
氏
は
武
士
の
制
度
史
の
中
に
烏
帽
子
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
お
り

成
果
を
お
さ
め
て
い
る
。
山
口
氏
は
出
土
し
た
遺
物
と
し
て
の
立
烏
帽
子
に
注
目
し
、
詳
細
に
観
察
し
て
お
り
、
そ
の
仕
様
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
（
後
述
）。

前
掲
の
先
行
研
究
に
多
く
の
導
き
を
得
た
が
烏
帽
子
の
起
源
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
事
典
・
事
典
類
を
み
て
み

る
と
、
二
点
の
興
味
あ
る
記
述
が
み
ら
れ
た
。
一
点
目
、
高
田
倭
男
氏
は
「
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）」
の
「
烏
帽
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子
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
代
以
来
の
男
性
の
冠
物
（
か
ぶ
り
も
の
）
の
一
種
。
字
義
は
黒
塗
り
の
帽
子
と
い
う
こ
と
。
天
武
天
皇
十
一
年
（
六
八

二
）
に
漆
紗
冠
、
十
三
年
に
圭
冠
（
は
し
ば
こ
う
ぶ
り
）
の
制
定
が
あ
り
、
前
者
が
平
安
時
代
の
冠
（
か
ん
む
り
）
と
な

り
、
後
者
が
烏
帽
子
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
点
目
、
同
内
容
の
記
述
は
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
　
小
項
目
版
」
の
「
烏
帽
子
」
に
も
あ
る
（
無
記
名
）。

日
本
の
伝
統
的
な
男
性
用
か
ぶ
り
も
の
の
一
種
。
烏
色
（
く
ろ
い
ろ
）
の
か
ぶ
り
も
の
の
意
味
で
、
中
国
唐
代
（
七
世

紀
）
の
烏
沙
（
う
し
ゃ
）
帽
に
由
来
。
天
武
十
二
（
六
八
三
）
年
に
か
ぶ
り
も
の
に
関
す
る
官
制
が
し
か
れ
、
そ
の
際
に

圭
冠
が
で
き
た
が
、
こ
れ
が
変
化
し
て
烏
帽
子
と
な
り
、
平
安
時
代
以
降
、
身
分
に
関
係
な
く
日
常
的
に
着
用
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
の
ほ
う
は
小
論
と
直
接
に
関
係
あ
る
烏
帽
子
の
起
源
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
特
に
前
者
中
の
「
天
武
十
一
年
に
漆
紗

冠
、
同
十
二
年
（
十
三
年
の
誤
記
か
）
に
圭
冠
の
制
が
し
か
れ
、
前
者
が
冠
に
、
後
者
が
烏
帽
子
と
な
っ
た
」
と
い
う
内
容
は

見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
天
武
年
間
の
記
事
で
、
被
服
学
や
有
職
故
実
な
ど
で
は
既
知
の
衣
服
史
・
服
飾
史
関

連
記
事
に
よ
る
見
解
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
辞
典
の
項
目
な
の
で
多
く
の
字
数
を
か
け
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
ど
の
よ

う
な
考
察
に
よ
り
こ
の
結
論
に
い
た
っ
た
か
は
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。「
古
事
類
苑
」
に
引
載
さ
れ
て
い
る

文
献
類
や
「
新
訂
増
補
故
実
叢
書
」
な
ど
に
納
め
ら
れ
て
い
る
文
献
類
で
も
烏
帽
子
の
起
源
に
つ
て
同
様
の
指
摘
が
さ
れ
、
そ

の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
の
は
お
そ
ら
く
近
世
の
有
職
家
・
伊
勢
貞
丈
の
生
前
の
談
話
を
書
き
留
め
た
『
貞
丈
雑
記
』「
烏
帽
子
」
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の
記
述
で
あ
ろ
う
。
分
量
も
多
く
、
ま
た
貞
丈
の
見
解
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
編
著
者
・
成
立
年
代
不
明
の
『
装
束
集
成
』
で

は
烏
帽
子
の
成
立
に
は
触
れ
て
い
な
い
し
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
成
立
の
田
中
尚
房
に
よ
り
著
さ
れ
た
わ
が
国
初
の

服
飾
研
究
書
『
歴
世
服
飾
考
』
で
は
前
掲
貞
丈
の
節
を
踏
襲
し
て
述
べ
ら
れ
特
に
新
知
見
も
な
い
。
先
行
研
究
は
烏
帽
子
の
種

別
・
呼
称
な
ど
に
関
心
が
向
い
て
い
て
、
そ
の
起
源
に
ま
で
は
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
話
を
元
に
戻
し
て
、
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
烏
帽
子
の
起
源
「
天
武
十
一
年
に
漆
紗
冠
、
同
十
二
年
に
圭
冠
の

制
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
三
年
（
六
八
四
）
閏
四
月
丙
戌
（
五
日
）
条
を
み
て
み
た
い）

5
（

。
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

閏
四
月
壬
午
朔
。（
中
略
）
又
詔
曰
。
男
女
、
並
衣
服
者
。
有
襴
無
襴
。
及
結
紐
。
長
紐
。
任
意
服
之
。
其
会
集
之
日
。

著
襴
衣
而
著
長
紐
。
唯
男
子
者
有
圭
冠
。
冠
而
著
括
緒
褌
。
女
年
三
十
以
上
。
髪
之
結
不
結
。
及
乗
馬
縦
横
。
並
任
意

也
。
別
巫
・
祝
之
類
不
在
結
髪
之
例
。

こ
の
記
事
は
、
特
に
前
半
部
分
を
理
解
す
る
の
に
多
少
の
補
足
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
詔
を
発
し
た
天
武
天
皇
の
在
位
期
は

日
本
の
古
代
国
家
史
に
お
い
て
画
期
に
あ
た
る
奈
良
時
代
の
直
前
の
時
期
で
、
六
七
二
（
天
武
元
）
年
、
壬
申
の
乱
が
お
き
、

大
海
人
皇
子
は
大
友
皇
子
側
を
し
り
ぞ
け
て
天
武
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
。
当
時
、
先
進
国
で
あ
っ
た
唐
や
新
羅
は
律
令
制
を

政
治
の
基
本
に
お
く
古
代
国
家
で
あ
っ
た
が
、
天
武
天
皇
は
こ
の
律
令
制
の
導
入
に
積
極
的
に
あ
た
っ
た
。
天
皇
を
中
心
と
す

る
中
央
集
権
国
家
の
実
現
の
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
君
主
権
を
確
立
し
氏
姓
制
度
を
解
体
し
つ
つ
律
令
制
度
を
実
行
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
官
僚
制
度
を
と
り
こ
ん
で
い
っ
た
。
朝
廷
の
人
々
の
衣
服
に
関
し
て
も
官
僚
制
度
の
基
盤
で
あ
る
朝
廷
内
の
序
列

「
位
階
制
度
」
の
整
備
・
制
定
は
広
く
知
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
天
武
朝
（
六
七
三
―
六
八
六
）
の
朝
廷
服
制
に
関
す
る
記
事
は
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重
要
な
も
の
ば
か
り
で
、
こ
の
時
期
に
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
朝

廷
貴
族
社
会
の
服
制
の
大
枠
が
決
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

こ
れ
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
一
年
（
六

〇
三
）
十
二
月
壬
申
（
五
日
）
条
で
（「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」）

始
行
冠
位
。
大
徳
。
小
徳
。
大
仁
。
小
仁
。
大
礼
。
小
礼
。

大
信
。
小
信
。
大
義
。
小
義
。
大
智
。
小
智
。
并
十
二
階
。

図1　大阪府阿武山古墳出土の冠状遺
物の繊維痕復元図
本古墳は白鳳期の藤原鎌足が被葬者と
いわれている。それが事実なら、推古
朝以来朝廷で行われていた冠位制度に
おける冠帽具を示しているとするのが
通説。そしてこれを「圭冠」ともする。

並
以
当
色
絁
縫
之
。
頂
撮
総
如
嚢
。
而
著
縁
焉
。
唯
元
日
著
髻
華
（
髻
華
、
此
云
于
孺
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
初
の
服
制
が
定
め
ら
れ
る
。
袋
状
の
冠
帽
具
の
頭
に
か
ぶ
せ
る
縁
に
あ
た
る
部
分
に
各
位
ご
と
の
色
で

刺
繡
を
施
し
て
序
列
を
示
す
、
い
わ
ゆ
る
「
冠
位
制
度
」
で
あ
る
。
女
性
は
元
日
に
限
り
髻
華
（
う
ず
）
と
よ
ば
れ
る
髪
飾
り

を
つ
け
た
と
し
て
、
男
子
・
女
子
と
も
に
正
装
も
し
く
は
礼
装
の
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
図
1
）。

整
理
を
し
て
示
す
と
以
下
の
順
番
と
内
容
の
記
事
が
続
き
、
そ
こ
で
烏
帽
子
の
起
源
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
圭
冠
」
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
る
。

① 

天
武
十
一
年
三
月
二
十
八
日
「
辛
酉
。
詔
曰
。
親
王
以
下
、
百
寮
諸
人
。
自
今
已
後
。
位
冠
及
畢
。
褶
。
脛
裳
莫
著
。
亦

膳
夫
。
釆
女
等
之
等
之
手
繦
。
肩
巾
、（
肩
巾
、
此
云
比
例
。）
並
莫
服
。」
推
古
天
皇
十
一
年
に
定
め
ら
れ
た
冠
位
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
う
冠
帽
具
・
衣
服
が
停
止
さ
れ
た
。
こ
れ
を
節
目
と
し
て
新
た
な
朝
廷
内
の
身
分
序
列
の

準
備
が
五
月
雨
式
に
定
ま
っ
て
い
く
。
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② 

同
年
四
月
二
十
三
日
「
乙
酉
。
詔
曰
。
自
今
以
後
。
男
女
悉
結
髪
。
十
二
月
三
十
日
以
前
結
訖
之
。
唯
結
髪
之
日
。
亦
待

勅
旨
。
婦
女
乗
馬
如
男
夫
。
其
起
于
是
日
也
。」
男
女
の
結
髪
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
朝
廷
に
属
性
を
持
つ
人
々
の
髪
型

が
制
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
皇
族
・
貴
族
か
ら
庶
民
に
い
た
る
ま
で
と
い
う
広
い
意
味
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

③
同
年
六
月
六
日
「
男
夫
始
之
結
髪
、
仍
著
漆
紗
冠
」」　
男
子
は
結
髪
で
漆
紗
冠
を
用
い
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

④
前
述
　
天
武
天
皇
十
三
年
閏
四
月
丙
戌
（
五
日
）
条

天
武
天
皇
十
四
年
（
六
八
五
）
正
月
丁
卯
（
二
十
一
日
）
に
は
冠
位
制
度
に
代
わ
る
官
僚
制
の
基
盤
と
な
る
十
二
階
（
四
十

八
階
）
か
ら
な
る
最
初
の
位
階
制
度
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
同
七
月
庚
午
（
二
十
六
日
）
に
は
朱
華
・
深
紫
・
浅
紫
・
深
緑
・

浅
緑
・
深
蒲
萄
・
浅
蒲
萄
か
ら
な
る
位
色
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
を
検
討
す
る
と
、
①
②
で
朝
廷
に
属
性
を
持
つ
人
々
の

お
そ
ら
く
公
私
を
超
え
た
基
本
的
な
髪
型
が
示
さ
れ
た
。
③
で
同
じ
く
朝
廷
に
属
性
を
も
ち
、
官
僚
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
、
男
子
（
成
人
）
の
公
的
な
姿
の
象
徴
と
も
い
え
る
漆
紗
冠
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
し
て
④
で
は
③
の
延
長
と
し
て
朝
廷
に

属
性
を
持
つ
者
、
官
僚
で
あ
る
者
の
衣
服
は
「
襴
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
紐
を
結
ん
で
も
長
い
紐
で
も
、
意
に
任
せ
て
身
に

つ
け
よ
。」
と
す
る
。
朝
廷
貴
族
社
会
に
属
性
を
も
つ
男
子
の
身
な
り
を
定
義
し
て
い
る
の
だ
が
、
中
国
風
の
衣
服
で
あ
っ
た

袍
や
襖
と
い
わ
れ
る
衣
服
の
よ
う
な
様
式
の
服
を
着
る
よ
う
、
紐
を
締
め
、
そ
の
丈
は
長
く
て
も
い
い
と
す
る）

6
（

。
こ
の
部
分

で
は
朝
廷
貴
族
社
会
の
官
僚
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
位
階
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
衣
服
を
規
定

し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、「
元
来
、
朝
廷
貴
族
社
会
に
属
性
を
持
つ
者
は
盤
領
の
有
襴
無
襴
の
服
を
着
な
さ
い
」
と
い
う

意
味
と
理
解
で
き
る
。
続
い
て
衣
服
の
既
定
と
し
て
公
的
な
場
に
行
く
日
（「
会
集
」
人
々
の
集
ま
る
場
、
公
的
な
場
）
は
襴

の
つ
い
た
盤
領
の
服
を
き
て
、
か
な
ら
ず
紐
を
結
べ
、
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
「
男
女
、
並
衣
服
者
。
有
襴
無
襴
。
及
結
紐
。

長
紐
。
任
意
服
之
。」
の
補
足
・
追
加
事
項
の
よ
う
な
書
き
方
で
あ
る
。
衣
服
の
話
は
こ
こ
で
い
っ
た
ん
終
わ
り
「
朝
廷
貴
族

社
会
に
属
性
を
持
つ
者
た
る
男
子
は
圭
冠
を
用
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
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圭
冠
は
朝
廷
貴
族
社
会
に
属
性
を
持
つ
者
に
と
っ
て
「
有
襴
無
襴
」
の
盤
領
の
衣
服
と
同
様
に
自
ら
の
属
性
を
示
す
と
と
も

に
、
公
的
で
は
な
い
日
常
の
場
面
で
用
い
る
も
の
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
で
圭
冠
は
朝
廷
貴
族
社
会
に
帰

属
す
る
者
に
と
っ
て
日
常
の
場
で
使
う
と
い
う
点
が
、
烏
帽
子
が
圭
冠
を
起
源
と
す
る
根
拠
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
こ
う
し
て

誕
生
し
た
圭
冠
が
烏
帽
子
と
し
て
通
用
し
て
い
く
の
が
奈
良
・
平
安
時
代
な
の
だ
ろ
う
が
、
続
い
て
烏
帽
子
の
広
が
り
を
中
心

に
検
討
す
る
。

二
　
烏
帽
子
の
広
が
り

烏
帽
子
の
起
源
を
う
け
て
、
本
章
で
は
、
本
当
に
古
代
か
ら
中
世
初
期
の
庶
民
層
の
す
べ
て
が
烏
帽
子
を
使
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
を
考
え
た
い
。
本
当
に
日
本
の
津
々
浦
々
ま
で
烏
帽
子
は
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

風
俗
史
・
有
職
故
実
の
参
考
書
や
入
門
書
な
ど
、
庶
民
の
烏
帽
子
使
用
に
つ
い
て
ご
く
常
識
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
た
し
か

に
14
世
紀
以
前
の
各
種
の
絵
巻
物
で
は
庶
民
が
烏
帽
子
を
使
用
し
て
い
る
。
使
用
範
囲
は
広
く
、
都
の
人
々
、
地
方
の
農
民
、

猟
師
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
極
め
て
広
範
に
烏
帽
子
を
使
用
し
て
い
る
。
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
世
界
は
そ
の
多
く
が
都
で
作
ら
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
描
か
れ
て
い
る
画
面
上
の
絵
画
世
界
の
基
本
は
都
で
あ
り
、
都
会
な
の
で
は
な
い

か
。
描
か
れ
て
い
る
風
俗
も
そ
の
土
地
特
有
の
も
の
を
描
き
つ
つ
も
、
や
は
り
都
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
方
を

描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
す
べ
て
都
（
都
市
部
）
の
事
象
な
の
で
は
な
い
か
。
絵
巻
物
な
ど
の

製
作
者
・
製
作
依
頼
者
は
と
も
に
都
の
人
々
な
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
庶
民
の
烏
帽
子
の
使
用
に
つ
い
て
の
疑
問
は
絵
画
史

料
を
見
て
い
る
な
か
で
、
貴
族
た
ち
の
使
っ
て
い
た
烏
帽
子
と
武
士
た
ち
の
烏
帽
子
、
そ
し
て
庶
民
の
烏
帽
子
は
、
す
べ
て
同

じ
烏
帽
子
な
の
か
、
と
思
う
。
そ
も
そ
も
烏
帽
子
は
地
方
に
お
い
て
も
簡
単
に
入
手
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
貧
し
い
人
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で
も
簡
単
に
入
手
し
て
使
用
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
成
人
男
性
は
頭
頂
部
を
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
習
俗
を
日

本
中
で
共
有
し
て
い
た
と
し
て
、
実
際
は
烏
帽
子
も
し
く
は
烏
帽
子
様
の
頭
巾
な
ど
、
形
状
や
色
彩
は
似
て
い
る
が
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

で
は
、
い
つ
烏
帽
子
が
庶
民
層
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
。
元
来
、
朝
廷
貴
族
社
会
の
冠
帽
具
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

庶
民
層
に
ま
で
普
及
す
る
の
か
。

烏
帽
子
を
庶
民
層
に
広
げ
て
い
っ
た
の
は
、
国
司
な
の
で
は
な
い
か
。
前
掲
黒
田
（
一
九
八
六
）
の
い
う
成
人
し
て
烏
帽
子

を
か
ぶ
る
こ
と
が
「
人
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う
見
解
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
烏
帽
子
は
冠
帽
具
を
被
ら
な
い
露
頂
の

状
態
を
人
に
見
せ
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
、
と
す
る
見
解
に
ば
か
り
注
目
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
そ
の
実
は
成
人
に
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
朝
廷
貴
族
社
会
に
お
い
て
は
元
服
、
す
な
わ
ち
成
人
す
る
こ
と
は
婚
姻
が
可
能

に
な
る
こ
と
を
は
じ
め
、
家
督
の
相
続
や
屋
敷
地
の
相
続
な
ど
、
成
人
に
な
る
当
事
者
と
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
多
く
の
権

利
の
獲
得
を
意
味
す
る
が
、
朝
廷
か
ら
与
え
ら
れ
た
土
地
か
ら
の
田
租
を
納
め
る
義
務
が
発
生
す
る
。
一
方
の
庶
民
層
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
規
模
の
大
小
こ
そ
あ
れ
、
父
祖
の
田
地
を
相
続
す
る
と
い
っ
た
権
利
の
獲
得
が
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
言
え

ば
、
祖
・
調
・
庸
・
雑
徭
と
い
っ
た
国
家
の
租
税
を
納
め
る
義
務
が
課
さ
れ
る
。
租
税
の
う
ち
で
も
調
庸
や
力
役
、
兵
役
な
ど

の
際
に
二
十
一
〜
六
十
歳
の
正
丁
や
正
丁
に
至
る
前
の
少
丁
（
十
七
〜
二
十
歳
）
の
情
報
を
戸
籍
・
計
帳
な
ど
に
蓄
積
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
国
司
の
職
務
に
つ
い
て
は
『
令
義
解
』
な
ど
に
詳
し
い
が
、
祠
社
、
戸
口
、
簿
帳
、
百
姓
の
字
養
や
勧
農

（
農
桑
）、
貢
挙
・
孝
義
・
田
宅
・
良
賤
・
訴
訟
・
租
調
・
倉
廩
・
徭
役
・
兵
士
・
器
仗
・
鼓
吹
・
郵
駅
・
伝
馬
・
烽
候
・
城

牧
、
寺
・
僧
尼
の
名
籍
を
つ
か
さ
ど
る
な
ど
極
め
て
広
範
と
い
え
る
。
租
税
の
貢
納
や
計
帳
の
更
新
な
ど
に
対
応
し
な
く
て
は

徴
税
に
た
ど
り
着
か
な
い
。
戸
籍
・
計
帳
な
ど
を
作
製
・
修
正
し
、
徴
税
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
あ
る
い
は
軍
団
の
兵
士
な
ど

を
徴
用
す
る
た
め
に
は
住
人
の
性
別
・
年
齢
を
把
握
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
存
在
と
居
住
地
、
班
田
と
結
び
つ
け
ら
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れ
た
者
に
、
正
丁
、
正
丁
に
達
す
る
少
丁
な
ど
、
視
覚
指
標
と
し
て
烏
帽
子
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
国
司
の
職
務
の
詳
細
は
上
記
の
通
り
だ
が
、
も
し
か
す
る
と
結
髪
も
こ
う
し
た
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
こ
う
し
た
あ
る
種
の
「
強
制
的
」
な
プ
ロ
セ
ス
が
想
定
で
き
な
い
限
り
、
烏
帽
子
の
庶
民
へ
の
広
範
な
広
が
り
は
達

成
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
大
化
の
改
新
直
後
や
初
期
の
国
司
は
国
造
・
郡
司
の
勢
力
の
後
退
と
の
調
整
や
諸
国

の
田
租
管
理
権
を
有
し
て
お
ら
ず
、
白
鳳
期
の
衣
服
に
関
す
る
詔
な
ど
は
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
ま
た
、
田
租
を
は
じ
め
と
す
る
租
税
全
般
に
わ
た
っ
て
、
人
々
に
貢
納
の
義
務
や
仕
組
み
な
ど
を
承
服
さ
せ
服
従
さ
せ
る

の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
国
司
が
こ
う
し
た
貢
納
関
連
の
権
力
ま
で
得
る
こ
と
が
で
き
、
最
大
限
の
権
力
行
使
が

可
能
と
な
る
の
は
『
大
宝
律
令
』『
養
老
律
令
』
の
制
定
前
後
で
あ
ろ
う
か
ら
、
庶
民
層
の
烏
帽
子
の
成
立
は
国
司
の
職
務
の

完
成
と
同
期
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
国
司
の
変
化
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
吉
村
茂
樹
「
国
司
制
度
崩
壊
に
関

す
る
研
究
」（
東
京
大
幄
出
版
会
、
一
九
五
七
）、
喜
田
貞
吉
「
国
司
制
の
変
遷
」（「
喜
田
貞
吉
著
作
集
」
三
　
平
凡
社
、
一
九

八
一
）、
黛
弘
道
「
国
司
制
の
成
立
」（「
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
）
な
ど
非
常
に
厚
い
。
な
か

で
も
吉
村
（
一
九
五
七
）
で
は
国
司
の
職
務
に
つ
い
て
、
烏
帽
子
の
広
が
り
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
示
唆
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
記
述
が
あ
る
（
二
十
五
頁
　
吉
村
　
一
九
五
七
）。

律
令
法
が
地
方
官
の
職
務
に
於
て
最
も
重
し
と
さ
れ
た
一
つ
は
人
民
を
し
て
農
業
に
精
勤
せ
し
め
、
以
て
租
・
庸
・
調
の

負
担
を
全
う
せ
し
め
る
事
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
国
司
は
律
令
国
家
の
人
々
・
庶
民
層
に
農
業
に
専
心
さ
せ
、
確
実
な
貢
納
を
得
る
た
め
に
指
導
を
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
当
時
の
律
令
制
の
励
行
や
浸
透
の
な
か
で
は
、
烏
帽
子
の
よ
う
な
些
末
な
事
象
が
目
立
つ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、



15 ｜ 烏帽子の起源と展開　

烏
帽
子
が
正
丁
を
確
定
す
る
国
司
の
責
務
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
ま
た
、
吉
村
氏
は
国
司
が
国
家
の

意
志
を
任
国
に
行
使
す
る
こ
と
を
「
教
化
」
と
呼
び
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
（
十
六
頁
　
吉
村
　
一
九
五
七
）

自
然
人
民
に
対
し
て
権
利
を
与
へ
て
之
を
保
護
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
之
に
義
務
を
負
は
し
め
る
こ
と
が
そ
の
第

一
主
義
と
な
っ
た
。

国
司
の
任
国
に
お
け
る
職
務
の
遂
行
の
上
で
烏
帽
子
に
使
用
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
広
範
囲
に
広

が
っ
て
い
っ
た
の
も
理
解
で
き
る
。
時
期
的
に
つ
い
て
は
、
大
化
の
改
新
後
、
お
そ
ら
く
は
白
鳳
期
か
ら
国
司
の
職
務
が
最
大

に
な
る
大
宝
律
令
以
後
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
特
に
成
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
貢
納
の
基
本
資
格
で
あ
る
正
丁
と
同

義
で
あ
り
、
以
上
の
よ
う
な
律
令
制
化
に
お
け
る
地
方
支
配
や
国
司
の
責
務
を
考
え
る
と
烏
帽
子
の
広
範
な
普
及
も
可
能
性
の

一
つ
と
し
て
掲
出
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
形
状
な
ど
は
朝
廷
貴
族
社
会
の
烏
帽
子
と
は
多
少
の
違
い
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
色
は
官
人
や
皇
族
た
ち
の
使
用
す
る
漆
紗
冠
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
黒
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

都
は
太
政
官
の
官
僚
・
吏
僚
が
多
く
い
て
、
彼
ら
の
間
で
烏
帽
子
は
い
き
わ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
方

は
ど
う
か
と
い
え
ば
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
国
司
や
国
府
が
地
域
の
成
人
男
性
に
烏
帽
子
を
支
給
す
る
と
し
て
、
そ
れ
が
滞
り

無
く
行
わ
れ
た
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
や
は
り
、
絵
巻
は
都
在
住
の
画
工
・
絵
師
、
依
頼
者
ら
の
目
線
で

あ
り
、
地
方
で
は
都
ほ
ど
順
調
に
烏
帽
子
は
広
が
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
成
人
男
子
の
誰
も
が
使
っ
て
い
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
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三
　
烏
帽
子
の
材
質

烏
帽
子
が
圭
冠
を
起
源
と
す
る
な
ら
、
朝
廷
貴
族
社
会
の
人
々
に
と
っ
て
は
そ
の
発
生
時
よ
り
本
来
は
公
的
な
場
で
の
使
用

で
は
な
い
こ
と
が
前
提
の
冠
帽
具
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
中
期
こ
ろ
、
摂
関
期
こ
ろ
ま
で
の
烏

帽
子
に
つ
い
て
は
、
文
献
史
料
に
は
ま
だ
見
い
だ
せ
な
い
し
、
文
献
史
料
で
は
朝
廷
貴
族
社
会
の
人
々
以
外
の
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
平
安
時
代
末
期
の
院
政
期
こ
ろ
に
な
る
と
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
や
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』『
伴
大
納
言
絵
巻
』

な
ど
の
、
一
〇
世
紀
の
末
期
か
ら
十
一
世
紀
の
前
半
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
物
以
降
、
貴
賤
に
関
係
な
く
描
か
れ
る
説
話
物
語
や

絵
巻
物
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
、
貴
賤
老
若
の
人
々
に
い
た
る
ま
で
使
用
の
実
態
が
散
見
で
き
る
。
結
果
と
し
て
烏
帽
子
は

朝
廷
貴
族
社
会
以
外
の
人
々
に
も
広
が
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
方
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
広
義
の
朝
廷

貴
族
社
会
と
は
そ
の
支
配
者
層
と
被
支
配
者
層
、
両
方
を
含
む
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
烏
帽
子
が
広
く
民
衆
に
広
ま
る
の
も
当
然

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

朝
廷
貴
族
社
会
に
生
ま
れ
た
立
烏
帽
子
を
、
天
皇
は
使
用
せ
ず
、
上
皇
が
院
御
所
で
使
用
す
る
ほ
か
、
貴
族
た
ち
臣
下
の
日

常
生
活
や
私
的
な
場
で
冠
帽
具
と
し
て
用
い
ら
れ
、
前
述
の
ご
と
く
天
武
天
皇
十
三
年
閏
四
月
丙
戌
の
詔
で
定
め
ら
れ
た
規
定

を
守
り
続
け
て
い
く
。
臣
下
た
ち
の
烏
帽
子
使
用
は
こ
の
ま
ま
幕
末
、
大
政
奉
還
と
明
治
政
府
の
成
立
ま
で
続
く
。
上
皇
の
烏

帽
子
使
用
は
つ
ね
に
冠
を
使
用
し
続
け
る
「
公
人
」
天
皇
と
対
照
的
で
、
そ
の
立
場
や
社
会
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
う
え
で
興

味
深
い
。
上
皇
は
皇
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
朝
廷
貴
族
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
朝
廷
や
皇
室
と
し
て
の
公
的
な
場
に
お
い
て
は
冠
を
使
う
が
、
そ
れ
以
外
は
位
階
を
有
す
る
官
人
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
院
御
所
に
お
い
て
上
皇
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
は
、
朝
廷
貴
族
社
会
で
は
公
的
な
場
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
烏
帽
子
・
狩
衣
姿
と
い
う
服
装
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
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朝
廷
貴
族
社
会
の
烏
帽
子
は
立
烏
帽
子
を
祖
型
と
し
て
羅
の
よ
う
な
「
薄
物
」
と
呼
ば
れ
る
組
み
物
の
織
の
素
材
を
用
い
、

柔
ら
か
く
、
そ
の
柔
軟
性
を
確
保
し
つ
つ
も
張
り
の
あ
る
状
態
を
維
持
で
き
る
も
の
が
最
初
期
の
仕
様
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

来
た
。
羅
と
は
捩
物
（
も
じ
り
も
の
）
と
呼
ば
れ
る
薄
手
の
絹
織
物
だ
が
、
織
り
目
に
特
徴
が
あ
り
、
網
目
の
よ
う
な
仕
上
が

り
と
な
る
。
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
網
戸
の
サ
ラ
ン
の
よ
う
に
向
こ
う
側
が
透
け
て
見
え
る
。
布
地
な
の
に
吸
水
性
は
乏
し
い

が
柔
軟
性
が
あ
り
弾
性
・
復
元
性
に
富
ん
で
い
る
。
織
り
目
に
弾
性
が
あ
る
の
で
頭
に
か
ぶ
る
冠
帽
具
と
し
て
は
個
々
人
の
頭

の
大
き
さ
に
合
わ
せ
や
す
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
わ
り
に
復
元
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
脱
い
だ
時
に
ま
た
も
と
の
状
態

に
戻
り
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
柔
軟
性
が
あ
る
の
で
新
品
な
ら
立
烏
帽
子
ら
し
く
形
状
を
維
持
で
き
る
で
あ

ろ
う
が
、
何
度
か
使
用
す
る
と
お
そ
ら
く
は
少
し
ず
つ
羅
の
織
り
方
の
メ
リ
ッ
ト
が
失
わ
れ
、「
く
た
び
れ
た
」
よ
う
な
状
態

に
な
り
型
崩
れ
し
て
い
く
。
拠
っ
て
、
表
面
に
薄
く
漆
を
塗
る
こ
と
で
型
崩
れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
長
持
ち
す
る
よ
う

に
、
と
の
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
く
。
ま
た
、
漆
を
引
く
こ
と
で
雨
湿
・
発
汗
な
ど
に
対
す
る
防
水
性
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
機
能
の
強
化
を
求
め
て
漆
を
何
度
も
引
き
す
ぎ
る
と
硬
度
が
増
し
、
柔
軟
性
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
朝
廷
貴
族
社
会
の
烏
帽
子
の
仕
様
や
か
ぶ
り
方
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
中
院
（
土
御
門
）
通
方

（
一
一
八
五
―
一
二
三
九
）
に
よ
る
『
餝
抄
』
中
巻
「
烏
帽
子
」（「
群
書
類
従
」
第
八
輯
「
装
束
部
」）
に
は

宿
老
人
薄
塗
。
壮
年
厚
塗
。
近
年
不
論
老
少
着
薄
塗
。
不
可
然
事
也
。
古
人
着
薄
塗
烏
帽
子
。（
中
略
）
如
此
家
々
曲
節

之
外
、
只
以
不
属
目
之
様
為
吉
也
。

と
あ
る
。
原
則
と
し
て
年
配
者
は
薄
く
塗
り
、
壮
年
者
は
厚
塗
り
で
あ
る
と
し
て
、
通
方
の
時
代
は
み
な
薄
塗
で
あ
る
こ
と
を

良
し
と
は
し
て
い
な
い）

7
（

。
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こ
の
時
期
の
烏
帽
子
は
素
材
の
関
係
も
あ
り
、
頭
部
の
髻
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
遺
品
は
な
い

が
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
期
こ
ろ
の
作
と
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
な
ど
の
随
所
に
描
か
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ

る）
8
（

。
こ
れ
が
摂
関
期
、
す
な
わ
ち
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
こ
ろ
の
立
烏
帽
子
だ
と
し
て
、
こ
れ
が
都
鄙
に
か
か
わ
ら

ず
庶
民
に
ま
で
浸
透
し
て
い
く
よ
う
な
安
価
で
誰
で
も
入
手
で
き
る
素
材
で
は
な
い
。
し
か
し
、
絵
画
史
料
を
見
て
い
る
と

真
っ
黒
で
墨
塗
さ
れ
た
烏
帽
子
が
十
二
世
紀
の
末
か
ら
十
三
世
紀
前
半
に
か
け
て
あ
ら
わ
れ
、
瞬
く
間
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
登
場

人
物
の
烏
帽
子
は
墨
塗
と
な
っ
て
し
ま
う
（
も
ち
ろ
ん
、
絵
巻
の
製
作
者
た
ち
の
な
か
で
共
有
さ
れ
て
い
る
描
き
方
の
変
化
で

あ
る
こ
と
は
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
）。
こ
れ
ら
の
烏
帽
子
で
は
髻
は
透
け
て
見
え
な
い
し
、
羅
で
で
き
た
烏
帽
子
と

は
異
な
る
素
材
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
何
箇
所
か
の
中
世
の
遺
構
部
分
か
ら
考
古
遺
物
と
し
て
烏

帽
子
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
青
森
県
の
米
山
（
2
）
遺
跡
か
ら
は
立
烏
帽
子
が
一
目
で
そ
れ
と
わ
か
る

よ
う
な
状
態
で
出
土
し
た
。
こ
れ
を
木
村
恵
理
氏
が
子
細
に
観
察
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（「
米
山
（
2
）
遺
跡
出
土

の
烏
帽
子
に
つ
い
て
」（「
研
究
紀
要
」
二
六
、
二
〇
二
一
）。

米
山
（
2
）
遺
跡
出
土
の
烏
帽
子
は
和
紙
を
芯
と
し
て
2
種
類
の
布
を
重
ね
、
顔
料
等
を
含
ま
な
い
漆
を
塗
布
す
る
構
造

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
布
で
補
修
し
た
と
推
測
さ
れ
る
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

な
か
な
か
実
物
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
当
時
の
烏
帽
子
だ
が
、
こ
の
遺
物
の
お
か
げ
で
か
な
り
手
の
込
ん
だ
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
は
着
用
時
に
頭
頂
部
の
髻
が
見
え
る
よ
う
な
薄
手
の
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
真
っ
黒
な
厚

手
な
印
象
で
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
十
二
世
紀
中
ご
ろ
よ
り
も
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
出
土
遺
品
は
地
域
的
に
見

て
、
在
地
の
有
力
層
に
近
い
人
々
の
使
用
で
あ
っ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
修
理
痕
の
あ
っ
た
こ
と

は
、
使
い
捨
て
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
壊
れ
た
ら
修
理
し
て
用
い
る
、
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
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だ
ろ
う
。

烏
帽
子
の
実
態
の
わ
か
る
貴
重
な
遺
物
だ
が
、
こ
う
し
た
烏
帽
子
の
仕
様
は
文
献
史
料
で
も
確
認
が
で
き
る
。
形
状
か
ら
見

る
限
り
は
下
限
を
南
北
朝
期
こ
ろ
と
す
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
前
掲
『
餝
抄
』
中
巻
「
一
　
烏
帽
」
の
記
述

と
米
山
（
2
）
遺
跡
出
土
の
烏
帽
子
も
同
様
の
仕
様
が
「
漆
塗
」
点
で
一
致
す
る
。
ま
た
、
米
山
（
2
）
遺
跡
出
土
の
烏
帽
子

は
素
材
が
羅
の
ほ
か
に
紙
・
布
製
も
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
は
大
き
な
成
果
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
が
単
体
で
使
わ
れ

た
の
か
、
複
合
し
て
使
わ
れ
た
の
か
、
な
ど
、
多
く
の
可
能
性
を
と
も
な
っ
て
烏
帽
子
の
実
像
を
伝
え
て
く
れ
た
。
国
宝
『
伴

大
納
言
絵
巻
』
で
は
天
皇
や
貴
族
が
か
ぶ
る
冠
は
基
本
的
に
羅
の
よ
う
な
薄
物
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
髻
が
透
け
て
み
え

る
が
、
検
非
違
使
庁
の
放
免
た
ち
の
使
用
す
る
烏
帽
子
は
わ
り
と
黒
々
と
描
か
れ
る
。
身
分
や
立
場
に
よ
る
烏
帽
子
の
素
材
の

差
異
が
見
て
と
れ
る
。
同
絵
巻
は
都
の
人
々
を
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
近
い
作
期
の
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
人
々

は
、
都
の
朝
廷
の
人
々
も
信
貴
山
近
隣
の
人
々
も
と
も
に
髻
が
透
け
て
見
え
る
人
々
が
多
く
、
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
製
作
者

の
烏
帽
子
と
使
用
者
に
対
す
る
知
識
の
反
映
も
あ
る
と
考
え
ら
え
る
が
、
都
の
朝
廷
周
辺
の
人
々
は
羅
製
の
烏
帽
子
を
使
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
放
免
や
地
方
の
人
々
が
高
級
素
材
で
あ
っ
た
羅
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
難
し
く
、
ほ
か
の
素

材
が
想
定
さ
れ
る
。
米
山
（
2
）
遺
跡
出
土
の
烏
帽
子
が
植
物
繊
維
の
麻
を
使
っ
て
い
る
点
か
ら
見
て
同
じ
系
統
の
素
材
で
あ

る
苧
麻
（
ち
ょ
ま
／
か
ら
む
し
）
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
苧
麻
は
薄
く
織
り
あ
げ
る
と
女
性
の
外
出
時
や
旅
装
で
も
ち
い
る

笠
の
縁
に
沿
っ
て
垂
下
し
た
「
枲
の
垂
衣
」
の
枲
と
同
義
で
う
っ
す
ら
と
透
け
る
素
材
で
あ
っ
た
。
苧
麻
は
人
々
の
生
活
圏
に

自
生
し
て
い
る
植
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
比
較
的
安
価
で
あ
り
、
こ
れ
を
黒
く
染
め
て
烏
帽
子
に
も
用
い
て
い
た
と
考
え
る
の
は

無
理
な
い
推
論
で
あ
る
と
思
う
。
苧
麻
に
薄
く
漆
を
ひ
く
と
若
干
の
耐
久
力
や
な
に
よ
り
雨
湿
や
着
用
者
の
汗
な
ど
か
ら
ま
も

る
防
水
性
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
推
定
す
る
。
庶
民
階
級
の
人
々
の
使
用
す
る
烏
帽
子
が
使
い
古
し
た
よ
う
に
正
体
な
く
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見
え
る
の
は
、
素
材
が
苧
麻
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か）

9
（

。

や
が
て
貴
族
の
用
い
る
烏
帽
子
は
羅
の
よ
う
な
薄
物
、
地
方
の
吏
僚
や
庶
民
は
枲
や
麻
が
前
提
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
十

二
世
紀
の
末
か
ら
十
三
世
紀
前
半
以
降
、
絵
巻
物
な
ど
に
描
か
れ
た
人
々
の
烏
帽
子
は
貴
賤
の
別
な
く
墨
塗
一
色
に
な
る
。
烏

帽
子
越
し
に
髻
を
透
か
せ
る
描
き
方
は
し
な
く
な
っ
て
い
く
。
貴
族
に
お
い
て
は
羅
か
ら
、
た
と
え
ば
絹
平
絹
や
生
絹
と
い
っ

た
絹
の
生
地
、
ひ
い
て
は
紙
の
よ
う
な
も
の
が
烏
帽
子
の
素
材
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
庶
民
に
お
い
て

は
苧
麻
の
よ
う
な
植
物
繊
維
に
よ
る
布
が
烏
帽
子
の
素
材
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
羅
も
布
も
（
貴
族
も
庶
民
も
）
烏
帽
子
の

補
強
材
と
し
て
漆
を
塗
る
よ
う
な
技
術
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
烏
帽
子
使
用
の
実
際

烏
帽
子
の
材
質
等
に
つ
い
て
言
及
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
朝
廷
貴
族
社
会
以
外
の
人
々
（
庶
民

層
・
武
士
）
の
烏
帽
子
の
使
用
実
態
を
み
て
み
る
。

武
士
の
衣
服
が
直
垂
の
祖
型
で
あ
る
袖
細
か
ら
直
垂
そ
の
も
の
へ
の
変
化
が
生
じ
た
の
が
院
政
期
前
後
で
あ
り
、
そ
れ
が
折

烏
帽
子
の
誕
生
と
同
期
し
て
い
る
。
平
安
時
代
末
期
こ
ろ
、
絵
巻
物
類
で
い
え
ば
絵
巻
物
で
い
え
ば
も
っ
と
も
古
い
時
期
の
作

品
類
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』『
伴
大
納
言
絵
巻
』
な
ど
に
袖
細
か
ら
直
垂
へ
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る）

10
（

。
元
来
、
庶
民
の
衣
服
で
あ
っ
た
布
製
の
袖
細
直
垂
（
以
下
、
袖
細
と
記
す
）
を
武
士
も
着
て
い
た
。
朝
廷
や
貴
族

の
警
護
や
護
衛
な
ど
の
目
的
で
都
に
上
り
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
朝
廷
や
貴
族
か
ら
朝
廷
貴
族
社
会
の
最
下
位
の
礼
・
正

装
で
あ
っ
た
水
干
姿
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
水
干
を
与
え
ら
れ
た
武
士
は
朝
廷
貴
族
社
会
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

も
と
よ
り
朝
廷
貴
族
社
会
に
属
性
を
も
つ
人
々
の
姿
は
盤
領
の
襟
元
を
も
つ
衣
服
を
使
用
し
て
い
た
。
水
干
は
盤
領
系
の
衣
服
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の
最
下
位
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
描
か
れ
た
烏
帽
子
を
子
細
に
観
察
す
る
と
、
と
く
に
立
烏
帽
子
の
上
か
ら
頭
頂
部
後
方
の
髻
を
縛
る
よ
う

な
使
い
方
が
多
数
見
ら
れ
る
。
烏
帽
子
ご
と
髻
に
縛
り
付
け
る
、
と
言
い
換
え
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
参

考
図
版
で
い
え
ば
j
・
k
・
l
で
あ
る
。
立
て
烏
帽
子
の
非
常
に
便
宜
的
な
使
い
方
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
だ
が
、
注
目
さ
れ

る
の
は
そ
の
使
用
者
で
あ
ろ
う
。
武
装
し
た
者
や
猟
師
、
地
方
富
裕
層
の
家
の
召
使
な
ど
、
社
会
的
に
み
れ
ば
決
し
て
高
い
身

分
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
庶
民
層
の
労
働
時
の
被
り
方
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
武
装
し
て
い
る
者
の
使
用
が
目
立
つ
と
い
う
こ

と
は
、
初
期
の
武
士
に
と
っ
て
、
徒
歩
で
運
動
量
が
多
い
、
あ
る
い
は
騎
乗
な
ど
、
激
し
い
運
動
を
常
と
す
る
よ
う
な
用
途
な

の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
武
士
以
外
な
ら
、
肉
体
労
働
や
作
業
を
常
と
す
る
人
々
が
使
う
烏
帽
子
の
か
ぶ
り
方
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の

後
の
時
代
に
な
る
と
一
気
に
広
が
る
武
士
の
折
烏
帽
子
の
起
源
と
考
え
ら
れ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
建
保
元
年
五
月
二
日
条
に
は
、
北
条
義
時
が
和
田
義
盛
の
謀
反
を
鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
実
朝
に
伝
え
よ
う
と
出

立
す
る
場
面
の
描
写
で
「
起
座
改
折
烏
帽
子
於
立
烏
帽
子
。
装
束
水
干
。」
と
あ
る
。
義
時
は
将
軍
実
朝
と
面
会
す
る
に
あ
た

り
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
折
烏
帽
子
を
立
烏
帽
子
に
あ
ら
た
め
、
さ
ら
に
鎌
倉
幕
府
で
は
五
位
以
上
の
礼
・
正
装
で
あ
っ
た
水

干
に
着
替
え
た
。
立
烏
帽
子
が
日
常
と
は
異
な
る
公
性
の
強
い
場
で
用
い
る
冠
帽
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
、
折
烏
帽
子
が

日
常
使
用
・
私
的
な
場
で
の
使
用
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
鎌
倉
幕
府
の
儀
礼
観
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
鎌
倉
幕
府
と
朝

廷
の
関
係
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い
事
実
で
あ
り
、
政
治
史
的
に
み
て
そ
の
特
質
を
示
唆
す
る
と
推
測
す
る
。
そ
の
一
方
で
折

烏
帽
子
を
頭
部
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
烏
帽
子
懸
と
い
う
方
法
が
広
ま
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
前
代
と
異
な
り
立
烏
帽
子
を

数
回
折
り
た
た
ん
だ
状
態
の
折
烏
帽
子
専
用
の
着
用
法
と
い
え
よ
う
。
利
便
性
を
求
め
る
う
ち
に
考
案
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、

そ
れ
が
流
行
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
か
な
り
短
期
間
に
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
す

る
。
こ
の
折
烏
帽
子
は
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
丙
巻
や
『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
前
者
で
は
庶
民
と
思
し
き
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人
物
が
、
後
者
で
は
長
者
の
警
護
を
務
め
る
狩
装
束
の
人
物
が
用
い
て
い

る
。
や
や
立
烏
帽
子
を
折
り
た
た
ん
で
い
る
の
で
や
や
鋭
角
的
・
直
線
的

な
描
線
主
体
で
あ
る
も
の
の
基
本
は
や
わ
ら
か
な
材
質
で
あ
っ
た
印
象
を

う
け
る
（
参
考
図
版
m
・
n
・
o
）。
お
そ
ら
く
は
後
世
「
小
結
」
と
よ

ぶ
折
烏
帽
子
の
後
端
を
紐
な
ど
に
よ
り
折
っ
た
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に

固
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
的
に
柔
ら
か
い
烏
帽
子
、
朝
廷
貴
族

図2　『伴大納言絵巻』に描
かれた舎人の姿。後頭部に
顎紐が撥ね上げてあるのが
見える。

社
会
で
い
う
と
こ
ろ
の
揉
烏
帽
子
は
被
る
者
の
頭
の
形
状
に
合
わ
せ
て
わ
ず
か
な
が
ら
も
伸
縮
し
て
頭
部
か
ら
落
ち
に
く
い
の

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
折
り
た
た
ん
だ
状
態
で
小
結
を
後
端
に
設
け
る
こ
と
で
頭
部
へ
の
き
つ
さ
を
調
整
す
れ
ば
、
髻
が
後
端
の

と
が
っ
た
部
分
に
お
さ
ま
り
落
ち
に
く
く
な
る
。
立
烏
帽
子
を
前
掲
の
よ
う
に
烏
帽
子
の
上
か
ら
髻
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
頭

部
か
ら
落
ち
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
畳
む
か
た
ち
の
折
烏
帽
子
も
同
様
で
髻
の
入
る
部
分
を
狭
く
小
さ

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
髻
を
は
め
込
み
頭
か
ら
落
ち
に
く
く
す
る
た
め
の
調
整
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
立
烏
帽
子
を
髻
ご
と
結
ん
で
も
、
立
烏
帽
子
を
畳
ん
で
折
烏
帽
子
に
し
て
も
、
そ
れ
で
も
頭
部
か
ら
落
ち
て
し
ま

う
よ
う
な
元
来
、
立
烏
帽
子
に
は
耳
の
上
に
く
る
縁
の
部
分
に
顎
に
懸
け
る
紐
が
つ
い
て
い
た
。
現
在
で
も
か
ぶ
っ
た
帽
子
が

風
な
ど
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
顎
紐
が
つ
い
て
い
る
。
顎
紐
の
有
名
な
例
は
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
下
巻
の
取
り
調
べ
を
受
け

る
舎
人
の
ひ
し
ゃ
げ
た
立
烏
帽
子
の
後
頭
部
に
見
え
る
も
の
だ
ろ
う
（
図
2
）。
動
き
回
る
と
き
は
顎
紐
を
顎
の
下
で
結
び
、

動
き
の
少
な
い
通
常
・
日
常
生
活
で
は
立
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
と
き
に
顎
紐
を
後
頭
部
の
ほ
う
に
撥
ね
上
げ
て
い
た
こ
と
を
示
す

だ
ろ
う
。
絵
巻
物
類
を
よ
く
見
る
と
立
烏
帽
子
の
顎
紐
は
よ
く
目
に
す
る
も
の
で
、『
伴
大
納
言
絵
巻
』
を
一
番
古
い
絵
画
史

料
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
鎌
倉
時
代
末
期
に
あ
た
る
十
四
世
紀
の
作
と
い
わ
れ
る
『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』
や
、
同
時

期
の
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
な
ど
で
は
武
家
固
有
の
烏
帽
子
の
使
用
法
で
あ
る
折
烏
帽
子
に
ま
で
確
実
に
確
認
で
き
る
。
し
か
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し
な
が
ら
こ
の
両
絵
巻
の
顎
紐
で
固
定
す
る
折
烏
帽
子
は
、
制
作
時
期
か
ら
み
て
「
昔
」
の
出
来
事
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
や
や
古
様
に
描
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
は
留
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
興
味
深
い
の
は
立
烏
帽
子
の
顎
紐
と
使
用
者
の
関
係
で
あ
る
。
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
や
『
扇
面
古
写
経
下
絵
』、

写
本
で
は
あ
る
も
の
の
『
年
中
行
事
絵
巻
』
な
ど
に
描
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
高
級
貴
族
た
ち
の
立
烏
帽
子
に
は
こ
の
顎
紐
が
描

か
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
上
掲
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
の
舎
人
、『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
丙
・
丁
巻
な
ど
に
描
か
れ
た
寺
男
や
庶
民
、

石
工
な
ど
の
労
働
を
糧
と
し
て
い
る
よ
う
な
人
々
に
は
顎
紐
の
つ
い
た
立
烏
帽
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
烏
帽
子
自
体
が
日
常
の

装
身
具
で
あ
り
、
脱
げ
落
ち
る
よ
う
な
労
働
や
運
動
を
し
な
い
身
分
や
立
場
の
人
々
は
烏
帽
子
の
顎
紐
な
ど
必
要
が
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
烏
帽
子
の
顎
紐
の
有
無
は
や
が
て
烏
帽
子
の
使
用
者
の
身
分
の
可
視
化
の
一
端
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
立
烏
帽
子
と
髻
ご
と
縛
る
よ
う
な
使
用
法
の
対
比
が
武
士
間
の
差
等
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
時
期
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
立
烏
帽
子
を
優
雅
に
か
ぶ
っ
て
生
活
で
き
る
生
業
の
人
々
、
髻
ご
と
縛
っ
て
忙
し
く
駆
け
ま
わ
り
騎

馬
を
多
用
す
る
こ
と
が
生
業
に
な
っ
て
い
る
人
々
、
こ
れ
ら
が
成
人
男
性
は
冠
帽
具
を
か
ぶ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
露
頂
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
、
と
い
う
社
会
通
念
を
共
有
し
て
い
る
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
に
即
し
た
使
用
法
を
考
え
て
い
っ
た

の
だ
と
み
て
よ
い
。

立
烏
帽
子
の
使
用
状
況
や
立
烏
帽
子
の
上
か
ら
髻
ご
と
縛
る
よ
う
な
使
用
法
、
顎
紐
の
有
無
は
、
検
出
さ
れ
る
絵
巻
の
作
品

名
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
院
政
期
前
後
の
も
の
で
あ
り
、
衣
服
の
視
点
で
見
る
と
シ
ン
プ
ル
な
袖
細
が
袖
括
り
や
胸
紐
、
菊
綴
な

ど
の
水
干
か
ら
の
移
植
が
進
み
、
ご
く
初
期
の
質
素
な
直
垂
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
が
該
当
す
る
。
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五
　
平
安
末
期
～
鎌
倉
期
の
武
士
の
烏
帽
子

平
安
時
代
末
期
の
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
烏
帽
子
の
硬
化
は
加
速
す
る
感
が
あ
る
。

こ
の
時
期
、
絵
巻
物
に
は
全
体
に
直
線
的
で
隅
は
と
が
っ
て
い
る
よ
う
な
線
で
描
か
れ
る
折
烏
帽
子
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
前
章
で
触
れ
た
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
丙
巻
、『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
で
で
て
き
た
柔
ら
か
そ
う
な
素
材
の
折
烏
帽
子
の
変

化
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
通
常
用
い
ら
れ
て
い
た
立
烏
帽
子
を
細
か
く
折
り
た
た
み
、
頭
部
の
髻
に
そ
っ
て
立
烏
帽
子
を

畳
み
込
み
、
烏
帽
子
の
後
頭
部
上
の
山
状
に
な
っ
た
部
分
に
髻
を
差
し
込
む
よ
う
に
か
ぶ
る
こ
と
で
頭
部
よ
り
の
落
下
を
防
い

で
い
る
よ
う
だ
。『
鳥
獣
人
物
戯
画
巻
』
丁
巻
、『
平
治
物
語
絵
巻
』、『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』、『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』、『
男
衾
三

郎
絵
詞
』、『
一
遍
聖
絵
』、『
春
日
権
現
験
記
絵
』、『
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
』、『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』、『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
な

ど
、
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
頃
）
に
入
っ
て
か
ら
以
降
の
絵
巻
物
な
ど
に
は
、
全
体
的
に
「
硬
」
そ
う
に
み
え
る
質
感
の
烏
帽

子
―
折
烏
帽
子
―
が
散
見
す
る
。
折
烏
帽
子
の
素
地
の
硬
化
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
絵
巻
物
に
お
け
る
折
烏
帽
子
の
描

写
の
変
化
は
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
は
ざ
ま
の
時
期
で
生
じ
る
の
で
、
十
二
世
紀
末
か
ら
が
烏
帽
子
の
歴
史
の
画
期
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
前
章
で
記
し
た
よ
う
に
朝
廷
貴
族
社
会
の
立
烏
帽
子
の
漆
の
塗
り
方
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
、
烏
帽
子

の
硬
化
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
十
三
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
は
武
士
の
姿
に
付
随
し
て
描
か
れ
る
が
、

鎌
倉
時
代
後
期
に
か
け
て
庶
民
に
ま
で
広
が
っ
て
い
く
。
お
そ
ら
く
は
苧
麻
な
ど
の
布
類
や
紙
の
地
に
黒
の
漆
な
ど
を
塗
る
加

工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

烏
帽
子
の
硬
化
は
、
見
場
よ
く
形
状
を
維
持
す
る
た
め
の
補
強
と
し
て
漆
を
塗
り
硬
化
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
に
あ
る
だ
ろ

う
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
十
一
・
二
世
紀
の
こ
と
だ
が
、
装
束
の
強
装
束
化
の
一
端
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
か
ろ
う
。
強
装
束
の
出
現
に
関
し
て
は
鈴
木
敬
三
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
（
國
學
院
大
學
神
道
資
料
室
編
『
高
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倉
家
装
束
調
進
控
』
解
説
　
序
説
「
一
　
柔
装
束
と
強
装
束
」（
学
校
法
人
國
學
院
大
學
、
一
九
八
三
）））
こ
こ
で
は
割
愛
す

る
が
、
強
装
束
と
は
衣
服
を
砧
で
打
ち
、
ま
た
、
糊
を
引
き
、
張
り
を
持
た
せ
る
調
製
で
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
大
流
行

し
た
。
下
部
か
ら
始
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
が
確
か
で
は
な
い
。
し
か
し
『
随
身
庭
騎
絵
』『
中
殿
御
会
図
』『
藤
原
俊
成
像
』

『
後
鳥
羽
上
皇
像
』『
天
子
摂
関
影
』『
公
家
列
影
図
』
な
ど
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
似
絵
と
よ
ば
れ
る
ス
ケ
ッ
チ

の
よ
う
な
タ
ッ
チ
の
肖
像
画
な
ど
か
ら
検
出
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
以
後
、
朝
廷
貴
族
社
会
の
人
々
の
肖
像
画
の
衣
服
を
み

る
と
、
上
半
身
が
い
か
り
肩
で
、
直
線
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
よ
う
な
描
線
の
も
の
ば
か
り
に
な
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
強
装
束

の
衣
服
を
身
に
着
け
て
い
る
事
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
生
地
に
張
り
を
も
た
せ
た
衣
服
を
組
み
合
わ
せ
た
姿
を
強
装
束
姿
と

い
う
。
強
装
束
の
起
源
は
、
平
安
時
代
末
期
の
院
政
期
こ
ろ
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
朝
廷
貴
族
社
会
で
上
位
・
下
位
に
か

か
わ
り
な
く
大
流
行
し
定
着
し
た
衣
服
の
調
整
法
で
あ
っ
た
。
強
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
姿
の
輪
郭
線
や
衣
服
の
皺
は
直
線
的

で
「
硬
い
」
印
象
と
な
る
。
強
装
束
が
流
行
す
る
以
前
の
朝
廷
貴
族
社
会
の
衣
服
は
ふ
わ
り
と
優
し
く
人
間
の
身
体
を
包
み
込

む
。
体
躯
に
な
じ
み
、
肩
の
ラ
イ
ン
が
は
っ
き
り
見
え
る
こ
と
か
ら
体
格
や
骨
格
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
や
ん
わ
り
と
し

た
「
柔
装
束
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
柔
装
束
の
強
装
束
化
が
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
流
行
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
衣
服
か
ら
冠
・
烏
帽
子
に
至
る
大
流
行
だ
っ
た
。
烏
帽
子
に
お
い
て
は
漆
を
二
・
三
度
以
上
塗
る
こ
と
で
硬
化
を
う

な
が
し
、
さ
ら
に
い
え
ば
烏
帽
子
全
体
に
光
沢
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
強
装
束
は
ど
の
よ
う
に
武
士
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
士
と
朝
廷
貴
族
社
会
（
と
そ
の
文
化
）
の
接
点
は
、
院

政
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
と
限
定
す
る
と
内
裏
や
朝
廷
の
警
護
に
詰
め
て
い
た
武
士
た
ち
、
貴
族
や
院
に
や
と
わ
れ
て
い
た
在
京

武
士
た
ち
、
さ
ら
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
平
氏
政
権
だ
ろ
う
。
平
氏
政
権
期
、
平
氏
の
人
々
が
自
ら
の
身
な
り
に
つ
い
て
一

方
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
平
家
物
語
』「
禿
髮
」（『
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』）
の
以
下
の
文
か
ら

も
推
測
で
き
る
。
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か
く
て
清
盛
公
、
仁
安
三
年
十
一
月
十
一
日
、
年
五
十
一
に
て
や
ま
ひ
に
を
か
さ
れ
、
存
命
の
爲
に
忽
に
出
家
入
道
す
。

（
中
略
）
衣
文
の
か
き
や
う
、
鳥
帽
子
の
た
め
や
う
よ
り
は
じ
め
て
、
何
事
も
六
波
羅
樣
と
い
ひ
て
げ
れ
ば
、
一
天
四
海

の
人
皆
是
を
ま
な
ぶ
。

武
士
で
あ
り
な
が
ら
貴
族
で
も
あ
っ
た
平
氏
の
武
士
た
ち
は
そ
れ
ま
で
布
製
だ
っ
た
直
垂
を
絹
で
作
っ
た
の
は
紹
介
し
た
が
、

こ
の
時
に
作
っ
た
直
垂
は
強
装
束
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
平
氏
云
々
は
別
と
し
て
、
武
士
た
ち
が
強
装
束
の
衣
服
の
文

化
に
触
れ
て
自
ら
の
衣
服
に
も
取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
実
証
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
の
だ
が
、
こ
う
し
た

装
束
の
強
装
束
化
が
烏
帽
子
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
意
せ
ら
る
べ
き
は
、
冠
帽
具
の
強
装
束
化
は
折
烏

帽
子
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
通
常
の
立
烏
帽
子
に
お
い
て
も
同
じ
く
強
装
束
化
が
進
ん
だ
こ
と
だ
。

烏
帽
子
に
話
を
戻
そ
う
。
こ
の
烏
帽
子
が
大
き
く
変
わ
る
前
兆
の
形
式
の
折
烏
帽
子
が
前
述
の
ご
と
く
『
粉
河
寺
縁
起
絵

巻
』
と
『
鳥
獣
人
物
戯
画
巻
』
丙
巻
に
描
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
後
半
の
利
生
譚
に
描
か
れ
た
騎
馬
の
水
干
に
行
縢
・
箙
を

負
っ
た
狩
装
束
の
武
士
ら
し
き
人
物
、
後
者
は
耳
引
き
を
し
て
遊
ぶ
袖
細
姿
の
大
人
の
な
か
に
見
い
だ
せ
る
、
鎌
倉
時
代
ほ
ど

硬
化
し
て
い
な
い
柔
ら
か
そ
う
な
折
烏
帽
子
が
そ
れ
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
以
後
の
硬
い
折
烏
帽
子
で
は
、
使
用
者
の
後
頭
部
の

上
方
、
烏
帽
子
の
後
端
に
小
さ
な
緒
の
結
び
余
り
が
描
い
て
い
る
例
も
あ
り
、
こ
れ
は
室
町
時
代
以
降
「
小
結
」
と
よ
ば
れ
た

も
の
で
あ
る
。
小
結
は
、
折
烏
帽
子
の
後
端
に
つ
い
て
い
る
紙
縒
り
や
布
帛
、
皮
革
の
ご
く
小
さ
な
紐
の
よ
う
な
部
品
で
、
烏

帽
子
の
中
の
髻
に
結
び
付
け
て
落
下
を
防
ぐ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
も
う
少
し
時
代
が
経
過
し
た
室
町
時
代
頃
の
理
解
に

よ
る
類
推
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
は
折
り
た
た
ん
だ
状
態
を
維
持
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
し
て

烏
帽
子
の
内
側
の
髻
に
結
び
付
け
る
と
い
う
よ
う
な
使
い
方
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
鳥
の
子
紙
を
2

枚
重
ね
て
作
っ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
折
り
た
た
ん
だ
烏
帽
子
は
そ
れ
な
り
に
腰
が
あ
っ
て
、
素
材
に
よ
っ
て
は
折
り
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目
が
勝
手
に
開
い
て
立
烏
帽
子
の
か
た
ち
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
折
り
た
た
め
た
状
態
に
紙
に
癖
が
つ
い
て

い
て
も
や
は
り
ち
ょ
っ
と
し
た
動
き
で
ぱ
た
ぱ
た
と
折
り
目
が
開
い
て
非
常
に
使
い
に
く
く
煩
わ
し
い
と
思
っ
た
。
現
代
な
ら

ク
リ
ッ
プ
で
止
め
れ
ば
い
い
こ
と
だ
が
、
当
時
は
そ
ん
な
便
利
な
道
具
は
な
い
。
ち
な
み
に
こ
う
し
た
小
結
を
入
れ
る
の
は
、

折
り
目
を
開
き
立
烏
帽
子
に
戻
し
て
の
使
用
を
多
少
な
り
と
も
想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
『
吾
妻
鏡
』
一
一
八
九
（
文
治
五
年
九
月
七
日
条
に
は
梶
原
景
時
の
装
い
に
つ
い
て

「
景
時
（
着
白
直
垂
折
烏
帽
子
。
紫
革
烏
帽
子
懸
。）」
と
あ
り
、「
烏
帽
子
懸
」
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
頭
部

か
ら
の
脱
落
を
防
ぐ
た
め
に
折
烏
帽
子
に
ひ
と
ま
わ
し
懸
け
ま
わ
し
た
皮
緒
・
紐
や
緒
を
あ
ご
の
下
で
縛
る
着
装
法
の
こ
と
だ

が
、
こ
れ
は
よ
り
侍
烏
帽
子
を
し
っ
か
り
と
頭
部
に
固
定
し
、
顎
紐
よ
り
は
堅
固
な
方
法
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
武
士
が
騎
馬
で

行
動
し
、
狩
猟
に
出
、
あ
る
い
は
合
戦
に
お
い
て
な
ど
、
活
発
に
体
躯
を
動
か
す
状
況
に
適
し
て
い
る
点
か
ら
も
武
士
の
視
覚

指
標
と
し
て
直
垂
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
理
解
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
柔
軟
な
伸
縮
性
を
備
え
た
折
烏
帽
子
か
ら
、

硬
化
し
て
柔
軟
性
を
失
っ
た
折
烏
帽
子
の
誕
生
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
硬
化
し
た
折
烏
帽
子
は
伸
縮
性
が

乏
し
い
の
で
前
述
の
烏
帽
子
の
上
か
ら
髻
ご
と
縛
る
方
法
は
不
可
能
と
な
り
生
ま
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。『
平

治
物
語
絵
巻
』
は
お
よ
そ
十
三
世
紀
前
半
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
折
烏
帽
子
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
に
お
い
て
顎
紐
が
描
か

れ
、
立
烏
帽
子
で
は
描
か
れ
な
い
。
上
記
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
か
ら
以
後
の
作
で
は
あ
ろ
う
が
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
武
士
の

立
烏
帽
子
（
主
人
）
と
折
烏
帽
子
（
従
者
）
の
使
い
分
け
が
主
従
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
顎
紐
の
有
無
に

つ
い
て
は
立
烏
帽
子
で
は
描
か
れ
ず
、
折
烏
帽
子
で
は
描
か
れ
る
。
当
時
の
武
士
に
お
け
る
立
烏
帽
子
・
折
烏
帽
子
の
使
用
口

分
や
使
用
上
の
習
慣
が
看
取
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
朝
廷
貴
族
社
会
を
淵
源
と
す
る
烏
帽
子
が
武
士
の
文
化
や
価
値
観
と
接
触
し
、
大
き
く
変
わ
り
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
推
定
す
る
。
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お
わ
り
に
か
え
て

烏
帽
子
の
起
源
と
貴
族
社
会
か
ら
庶
民
層
、
ひ
い
て
は
武
士
へ
の
展
開
を
み
て
き
た
。

烏
帽
子
は
、
朝
廷
貴
族
社
会
に
お
い
て
成
人
男
性
で
あ
る
こ
と
を
社
会
的
に
表
示
す
る
機
能
が
あ
っ
た
。
用
途
と
し
て
は
、

天
皇
を
除
く
皇
・
貴
族
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
冠
帽
具
で
あ
っ
た
。
そ
の
起
源
は
白
鳳
期
の
圭
冠
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
朝
廷
貴
族
社
会
で
は
圭
冠
を
日
常
・
褻
の
料
と
し
て
認
識
し
、
そ
れ
以
外
の
庶
民
層
に
お
い
て
は
公
・
私
の
冠
帽

具
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
庶
民
層
に
ま
で
烏
帽
子
が
広
ま
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
国
司
を
通
じ
て
国
家
が
成
人

男
性
の
員
数
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
律
令
国
家
に
と
っ
て
貢
納
や
兵
役
の
体
制
を
維
持
す
る
た

め
に
成
人
男
性
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

朝
廷
貴
族
社
会
で
は
羅
を
用
い
て
漆
で
加
工
し
て
烏
帽
子
を
つ
く
り
、
庶
民
層
、
ひ
い
て
は
初
期
の
武
士
た
ち
は
お
そ
ら
く

苧
麻
な
ど
を
用
い
て
、
や
は
り
漆
で
調
製
し
た
烏
帽
子
を
使
う
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
労
働
な
ど
に
際
し
て
頭
か
ら
脱
げ
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
た
烏
帽
子
を
髻
ご
と
結
ぶ
使
い
方
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
烏
帽
子
は
古
記
録
や
儀
式
書
な
ど
で
は

「
烏
帽
子
」
と
だ
け
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
「
立
烏
帽
子
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
烏
帽
子
を
畳
ん
で
さ
ら

に
頭
部
か
ら
落
ち
に
く
く
し
た
「
折
烏
帽
子
」
が
誕
生
し
、
か
な
り
広
範
に
普
及
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
末
期
に
な
る
と
武
士
の
烏
帽
子
の
か
ぶ
り
方
に
変
化
が
生
じ
る
。
烏
帽
子
を
頭
部
の
後
端
に
寄
せ
、
額
を
見
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
興
味
深
い
の
は
そ
れ
が
折
烏
帽
子
の
み
な
ら
ず
立
烏
帽
子
で
も
同
じ
く
検
出
さ
れ
る
も
の
で
、
早
い
と

こ
ろ
で
は
『
男
衾
三
郎
絵
詞
』、
や
が
て
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』（『
竹
崎
季
長
絵
巻
』）、『
一
遍
聖
絵
』（『
一
遍
上
人
絵
伝
』）
な

ど
で
は
顕
著
で
あ
る
（
図
3
）。
特
に
『
男
衾
三
郎
絵
詞
』
で
は
主
人
公
の
武
士
、
男
衾
三
郎
・
吉
見
次
郎
兄
弟
、
そ
し
て
京

都
か
ら
く
だ
っ
て
き
た
貴
族
で
あ
る
国
司
は
身
な
り
全
体
に
明
確
な
性
格
付
け
が
反
映
し
て
い
て
、
烏
帽
子
を
頭
部
後
端
に
寄
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せ
て
被
る
こ
と
が
、
武
士
に
お
け
る
都
の
流
行
の
よ
う
な
も
の
の
存
在

を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
南
北
朝
―
室
町
期
に
か
け
て
出
現
す
る

小
ぶ
り
な
俎
板
烏
帽
子
と
い
わ
れ
る
も
の
の
特
異
な
か
ぶ
り
方
の
予
兆

と
も
い
え
る
。
武
士
が
独
自
に
烏
帽
子
を
変
え
だ
し
た
の
か
は
、
検
討

に
時
間
を
必
要
と
す
る
が
指
摘
し
て
お
く
。

平
安
時
代
末
期
、
歴
史
に
姿
を
現
し
た
武
士
た
ち
は
こ
の
折
烏
帽
子

を
用
い
る
こ
と
が
専
ら
と
な
る
が
、
立
烏
帽
子
も
併
せ
て
使
用
し
、
こ

こ
に
武
士
の
儀
礼
観
の
萌
芽
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
鎌
倉
幕
府

が
開
か
れ
た
時
、
将
軍
や
御
家
人
た
ち
が
烏
帽
子
の
文
化
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
り
、
小
稿
で
は
こ

こ
で
い
っ
た
ん
筆
を
擱
く
。
鎌
倉
幕
府
成
立
後
の
武
士
に
よ
る
烏
帽
子

と
い
う
冠
帽
具
の
文
化
の
創
出
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

図3　14世紀の『一遍聖絵』（一遍上人絵伝）に描かれた武士。
折烏帽子が非常に鋭角的で直線で表現され、仕様の硬化を表現
する。

注（
1
）
拙
稿
「
直
垂
と
は
な
に
か
　
―
武
家
服
制
の
原
点
再
考
―
」（「
服
制
と
儀
式
の
有
職
故
実
」
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
））

（
2
）
日
常
的
に
広
範
に
利
用
さ
れ
た
物
品
類
は
消
費
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
品
は
ま
ず
現
代
に
伝
え
ら
れ
な
い
。
烏
帽
子
は
そ
の
筆
頭
と

い
え
る
。
そ
う
い
う
物
品
ほ
ど
過
去
の
人
々
に
は
日
常
生
活
の
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
過
ぎ
て
文
字
資
料
と
し
て
記
録
に
も
残
り
に

く
い
。
実
証
主
義
史
学
と
は
い
い
な
が
ら
も
史
実
に
よ
っ
て
は
資
料
の
残
存
状
態
や
研
究
対
象
に
よ
っ
て
公
表
が
か
な
わ
な
い
推
論

を
専
ら
と
す
る
研
究
も
多
い
。
特
に
有
識
故
実
や
風
俗
史
で
は
こ
う
な
る
こ
と
が
多
く
、
論
文
等
と
い
う
学
際
的
な
形
式
で
の
報
告

を
た
め
ら
い
発
表
し
に
く
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
研
究
は
進
ま
な
い
。
批
判
は
あ
ろ
う
が
小
論
で
は
あ
え
て
推
論
を
全
面
に
押
し

出
し
た
。
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（
3
）
小
田
雄
三
「
烏
帽
子
小
考
」（
一
三
四
〜
一
四
一
頁
『
近
世
風
俗
図
譜
』
第
十
二
巻
　
小
学
館
、
一
九
八
三
）

（
4
）
黒
田
日
出
男
「
境
界
の
中
世
　
象
徴
の
中
世
」
一
八
五
〜
二
一
六
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
）

（
5
）「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」

（
6
）
こ
こ
で
い
う
「
有
襴
」「
無
襴
」
の
服
と
は
、
奈
良
朝
以
降
に
朝
廷
貴
族
社
会
の
人
々
の
公
服
に
み
ら
れ
る
丸
い
襟
「
盤
領
」
の
服

を
指
す
と
考
え
た
い
が
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
た
男
女
像
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
一
見
、
現
代
の
和
服
の
襟
元
の
よ
う
に
見

え
る
「
垂
領
」（「
方
領
」
と
も
）
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
。
推
古
朝
の
終
わ
り
こ
ろ
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る

中
宮
寺
天
寿
国
繍
帳
な
ど
の
人
物
の
襟
元
は
完
全
な
盤
領
で
裾
に
襴
が
付
属
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
「
襴
衣
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
お
そ
ら
く
は
服
制
と
し
て
日
本
に
入
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
、
そ
れ
故
に
形
状
や
着
方
に
当
時
の
朝
廷

流
の
理
解
が
加
え
ら
れ
、
ま
た
皮
膚
感
覚
と
し
て
の
着
心
地
や
あ
つ
か
い
や
す
さ
な
ど
が
加
わ
っ
た
結
果
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ

れ
が
白
鳳
期
に
は
盤
領
の
垂
領
化
し
た
襟
元
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
「
並
衣
服
者
有
襴
・
無
襴
」
と
表
記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
7
）
烏
帽
子
の
か
ぶ
り
方
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
お
そ
ら
く
日
常
・
褻
の
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
々
で
異
な
る
と
し
な
が
ら
、
烏
帽

子
の
縁
が
目
に
か
か
ら
ぬ
程
度
に
用
い
る
こ
と
が
吉
例
と
す
る
。
こ
こ
で
重
要
だ
と
思
う
の
は
、
家
々
で
様
々
な
使
用
の
習
慣
が
あ

り
、
そ
れ
で
も
最
低
限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
目
が
隠
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
記
述
で
あ
る
こ
と
は
、
朝
廷

貴
族
社
会
の
誰
も
が
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
規
則
め
い
た
か
ぶ
り
方
・
使
用
法
は
揺
ら
ぎ
が
許
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
各
家
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
烏
帽
子
の
使
用
は
朝
廷
貴
族
社
会
に
お
い
て
多
様
性
が
容
認
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。
立
烏
帽
子
は
こ
う
か
ぶ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
無
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
8
）『
源
氏
物
語
』
は
原
作
で
あ
る
物
語
が
摂
関
期
で
あ
り
、
制
作
時
期
よ
り
も
す
こ
し
前
の
風
俗
で
描
き
、
古
様
に
見
せ
て
い
る
こ
と

に
注
意
を
要
す
る
。

（
9
）
永
原
慶
二
『
苧
麻
・
絹
・
木
綿
の
社
会
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
）
は
古
代
か
ら
中
世
期
の
庶
民
や
武
士
た
ち
が
使
っ
て
い

た
衣
料
素
材
の
苧
麻
な
ど
の
植
物
繊
維
に
よ
る
布
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
重
要
な
の
は
絹
に
よ
る
生
地
と
の
使

用
口
分
、
当
時
の
人
々
の
考
え
方
を
推
測
す
る
に
足
る
様
々
な
見
解
を
掲
出
し
て
い
る
。
筆
者
に
直
垂
に
関
す
る
興
味
・
関
心
は
本

書
が
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
。

（
10
）
注
（
1
）
参
照
。

 

（
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
四
日
受
理
、
二
〇
二
三
年
一
月
十
一
日
採
択
）
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a-c：国宝『源氏物語延期』に描かれた立烏帽子：a光源氏（「末摘花」）b惟光（同左）c光源氏
（「御法」）
a、cの光は高級貴族、bの惟光はその従者であり顔の描き方、烏帽子の描き方に格差がある。高
級貴族の立烏帽子とその従者では愛用する立烏帽子にも格差があった。

d-i：立烏帽子の描かれ方：d『扇面古写経下絵』e『伴大納言絵
巻』f『病草紙』g『扇面古写経下絵』h『粉河寺縁起絵巻』i『伴
大納言絵巻』
d・e・f・g・iは恐らく都在住の人々で身分は低い。hは地方の猟師。やはり都の人々の立烏帽子
はかなり体裁よく描かれるが、地方の猟師クラスはかなりくたびれた感の立烏帽子で描かれる。
人々の地域的属性がこうした描かれ方で表現されるが意外に現実であったのかもしれない。

a

d

g

b

e

h

c

f

i
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p-r：『男衾三郎絵詞』の男性像：p（男衾査部領）・q（吉見二郎）はともに地方武士。rは
京から来た国司で貴族。
pは典型的な鎌倉武士、qは京にあこがれ、室内から身なりまで都風。rは京から来た国司。
立烏帽子の形状が個々の志向を示している。なかでもqrは同じ立烏帽子ながらqは頭部の
後ろ寄りにかぶり、rは通常のかぶり方。都鄙の違いを示すが、やがて武士の主流となる
烏帽子のかぶり方はqに近く、地方武士のかぶり方をしめしているのであろうか。

j-o：11世紀末～12世紀ころの絵巻物に見られる折烏帽子の原型と推定される烏帽子の使
用法。立烏帽子を普通にかぶり、髻ごと烏帽子の上から縛るなどして固定している。おそ
らく貴族層も徒歩の参詣や騎馬などの際は同じ烏帽子のかぶり方をしたと推測される。
m～oはj～lとは異なり後の折烏帽子に近づいた折りたたむ使い方。鎌倉時代に比べて柔
らかい材質感を表現している。
J:『伴大納言絵詞』 k/n/o：『粉河寺縁起絵巻』　l/m：『鳥獣人物戯画巻』

j

m

p

k

n

q

l

o

r


